
茨城町ハッピーガーデン茨城町ハッピーガーデン茨城町ハッピーガーデン茨城町ハッピーガーデン が涸沼自然公園の花壇を植え替えました�
　涸沼自然公園で開催中の「第14回ひぬまあじさいまつり」に
向けて、茨城町ハッピーガーデンのメンバーが公園内花壇の植
え替えを行いました。
　色とりどりの花とあじさいで彩られた公園が、皆様
をお出迎えします。ご来場をお待ちしています！

　茨城町ハッピーガーデンでは、ボランティアメンバーを募集しています！
　お花が好きな方や花壇づくりなどに興味のある方は、ぜひ私たちと一緒に楽しく活動してみませんか。
　花壇づくりのほか、花に関する講習会や研修視察、花の知識が豊富なメンバーとの情報交換会などを
開催しています。
　「今までは花とあまり触れ合ってこなかった……」「花の知識には自信がなくて……」
という方も大歓迎です！
　私たちと一緒に、茨城町を花いっぱいのまちにしましょう！

【問合せ先】 Happy Gardenプロジェクト事務局（秘書広聴課　協働推進グループ内）
　　　　　　　☎０２９－２１９－８８０２（直通）

私たちと一緒に活動してくれるメンバーを募集しています！
　茨城町ハッピーガーデン
　お花が好きな方や花壇づ
　花壇づくりのほか、花に
開催しています。
「今までは花とあまり触れ

私たち

メンバーが花壇のデザイン
から植え替えまで行いました！

ています！

花のボランティア❀ ❀

暑
い
夏

　

熱
中
症
の
予
防
は
普
段
の
生
活
か
ら
！

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

す
こ
や
か
ニ
ュ
ー
ス

　

７
月
に
な
る
と
梅
雨
も
終
わ
り
を
迎
え
、

暑
さ
が
本
格
的
に
な
り
ま
す
。
特
に
熱
中
症

へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

　

熱
中
症
の
予
防
に
限
ら
ず
、
健
康
に
過
ご

す
た
め
に
は
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
や

十
分
な
睡
眠
・
休
息
な
ど
、
規
則
正
し
い
生

活
を
心
が
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
暑
い
季

節
こ
そ
、
生
活
習
慣
の
改
善
や
体
調
管
理
に

ご
留
意
く
だ
さ
い
。

基
本
は
普
段
か
ら
の
規
則
正
し
い
生
活

 

食
事
・
睡
眠
・
休
息
を
意
識
し
て
生
活

・
肉
や
魚
、
野
菜
を
し
っ
か
り
食
べ
て
、
た

ん
ぱ
く
質
と
ビ
タ
ミ
ン
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

摂
り
ま
し
ょ
う
。

・
睡
眠
不
足
の
場
合
は
、
運
動
を
し
た
際
の

体
温
が
高
く
な
り
、
汗
の
量
も
多
く
な
り
、

体
温
の
調
節
機
能
が
低
下
し
ま
す
。

　

ま
た
、
快
適
に
眠
れ
る
室
温
の
上
限
は
28

度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
冷
房
な
ど
を
適

切
に
使
用
し
、
夜
間
の
睡
眠
環
境
を
整
え

ま
し
ょ
う
。

・
体
調
不
良
時
や
疲
れ
が
た
ま
っ
て
い
る
と

き
に
も
熱
中
症
に
注
意
が
必
要
で
す
。
休

息
を
と
り
体
調
を
整
え
、
暑
さ
へ
の
備
え

を
万
全
に
し
ま
し
ょ
う
。

特
に
熱
中
症
予
防
に
効
果
的
な
こ
と

①
暑
さ
を
避
け
る

・
暑
い
日
の
無
理
な

外
出
は
控
え
る
。

・
直
射
日
光
を
避
け
、
日
陰
で
過
ご
す
。

・
日
傘
や
帽
子
で
、
頭
部
を
直
射
日
光
か
ら
守
る
。

・
接
触
冷
感
の
衣
服
や
冷
却
グ
ッ
ズ
を
活
用
す
る
。

・
屋
内
で
は
冷
房
を
使
用
し
、
室
温
を
28
度

以
下
に
す
る
。

②
こ
ま
め
な
水
分
補
給

・
の
ど
が
渇
く
前
、
暑
い
場
所
に
行
く
前
に

水
分
補
給
を
す
る
（
軽
い
脱
水
時
に
は
の

ど
の
渇
き
を
感
じ
な
い
た
め
）。

・
暑
い
日
に
は
じ
わ
じ
わ
汗
を
か
く
の
で
、

身
体
活
動
の
強
度
に
関
わ
ら
ず
、
こ
ま
め

に
水
分
補
給
を
す
る
。

・
１
日
あ
た
り
1.2
リ
ッ
ト
ル
を
目
安
に
水
分

を
摂
取
す
る
。
加
え
て
、
発
汗
量
に
見

合
っ
た
水
分
摂
取
を
心
が
け
る
。
麦
茶
や

ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク(

糖
分
量
に
注
意)

で

ナ
ト
リ
ウ
ム
類
を
摂
取
す
る
。

熱
中
症
か
な
？ 

と
思
っ
た
ら

高
温
の
環
境
で
、
め
ま
い
・
頭
痛
・
嘔

吐
・
筋
肉
の
け
い
れ
ん
な
ど
、
熱
中
症
を
疑

う
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
涼
し
い
場
所
に
移

動
し
て
体
を
冷
や
し
、
水
分
補
給
を
し
ま

し
ょ
う
。

水
分
補
給
が
で
き
な
い
、
呼
び
か
け
へ
の

反
応
が
鈍
い
（
意
識
の
混
濁
が
あ
る
）
場
合

な
ど
は
、
救
急
車
を
要
請
す
る
こ
と
も
視
野

に
入
れ
、
す
み
や
か
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

も
し
も
の
と
き
の
た
め
に
、
暑
い
日
の
屋

外
の
作
業
な
ど
の
際
は
、
あ
ら
か
じ
め
誰
か

に
声
を
か
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
【
問
合
せ
先
】
健
康
増
進
課

　

☎
０
２
９（
２
４
０
）７
１
３
４（
直
通
）
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茨城町ハッピーガーデン茨城町ハッピーガーデン

【
作
品
の
送
付
先
】

　
ハ
ガ
キ
等
に
３
首
、
３
句
以
内
を
書
い
て
、
住
所

氏
名
明
記
の
上
、
月
末
ま
で
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

郵　

便
： 

〒
３
１
１－

３
１
９
２

　
　
　
　

茨
城
町
小
堤
１
０
８
０

　
　
　
　

茨
城
町
秘
書
広
聴
課　

宛

Ｆ
Ａ
Ｘ 

：
０
２
９
（
２
９
２
）
６
７
４
８

【
問
合
せ
先
】
秘
書
広
聴
課　

　
　
　
　

☎
０
２
９
（
２
４
０
）
７
１
２
６
（
直
通
）

《

》

《

》

（
評
）田
口
さ
ん―

含
蓄
の
あ
る
言
葉
選
び
と
若
々
し
い

感
性
が
持
ち
味
の
作
者
。百
年
の
年
月
を
重
ね
た
今
こ

そ
、「
初
夏
」の
明
る
さ
を
瑞
々
し
く
詠
う
。浦
井
さ
ん

―

こ
れ
も
夏
の
風
景
だ
。リ
ズ
ム
良
く
整
え
ら
れ
た
句

で
、炎
天
下
の
草
抜
き
を
や
り
遂
げ
る
た
め
の
知
恵
を

詠
む
。塩
飴
を
燃
料
の
如
く
口
に
含
む
姿
が
良
い
。中
島

さ
ん―

バ
ラ
の
棘
は
鋭
く
、ふ
い
に
傷
を
つ
け
て
く
る
曲

者
。手
入
れ
を
し
よ
う
と
向
き
合
う
姿
を「
た
た
か
う
」

と
表
現
す
る
ユ
ー
モ
ア
が
光
っ
た
。

（
評
）小
堤
さ
ん―

中
国
で
桐
は
、立
派
な
王
が
位
す

る
と
鳳
凰
が
現
れ
止
ま
る
神
聖
な
植
物
と
さ
れ
て
き

た
。蕊
の
甘
い
香
が
そ
ん
な
鳳
凰
伝
説
を
現
代
に
引

き
寄
せ
る
。髙
見
さ
ん―

新
緑
を
愛
で
る
者
に
は
心

地
よ
さ
、と
も
に
鳥
の
声
や
川
の
音
を
も
聞
か
せ
て

く
れ
る
。視
覚
の
み
で
な
く
聴
覚
に
も
訴
え
る
季
の

輝
き
を
詠
む
。大
場
さ
ん―

実
直
な
人
柄
が
思
わ
れ

る
。手
入
れ
の
行
き
届
い
た
庭
で
の
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
は

か
け
が
え
の
な
い
ひ
と
時
で
あ
る
。

た
ぐ
い

か　
と

○
桐
咲
く
や
鳳
凰
伝
説
あ
る
と
い
う
落

ち
た
る
蕊
の
甘
き
残
り
香

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

煙
新
緑
が
心
地
い
い
ね
と
足
止
め
て
鳥
の

さ
え
ず
り
川
の
せ
せ
ら
ぎ

髙
見　

英
子（
大　

戸
）

煙
散
歩
の
人
き
れ
い
な
庭
と
大
絶
賛
う

れ
し
く
な
っ
て
お
茶
で
も
ど
う
ぞ

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

　

各
地
か
ら
花
の
便
り
に
誘
わ
れ
て
集

う
我
ら
は
蝶
の
類
ぞ

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

可
愛
い
な
ー
横
断
歩
道
手
を
上
げ
て

元
気
に
渡
る
新
一
年
生

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　
手
さ
ぐ
り
で
部
屋
の
明
か
り
を
灯
す
と

き
ふ
と
フ
リ
ー
ジ
ア
の
香
に
癒
さ
れ
し

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

時
を
超
え
紫
式
部
愛
で
し
藤
い
ま
も

変
わ
ら
ず
春
を
い
ろ
ど
る

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

　

ひ
と
言
で
夜
風
の
淵
へ
落
ち
る
よ
う

言
葉
が
出
な
い
夫
は
気
付
か
ぬ

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

　

百
キ
ロ
も
は
な
れ
た
空
が
赤
か
っ
た

そ
れ
は
東
京
、三
月
十
日
の

平
本　

裕
男（
小　

幡
）

　

ロ
ー
プ
ウ
ェ
ー
ゆ
っ
く
り
進
む
筑
波

山
若
葉
が
香
る
青
田
広
が
る

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

○
よ
み
書
い
て
百
才
人
生
初
夏
光
り

田
口　

正
子（
南
川
又
）

煙
塩
飴
を
一
つ
頬
張
り
草
を
引
く

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

煙
バ
ラ
手
入
れ
園
長
棘
と
た
た
か
え
る

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

甘
き
香
や
白
つ
つ
じ
咲
く
生
家
か
な

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

　

雨
の
音
子
守
唄
に
し
燕
の
子

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

　
ウ
グ
イ
ス
が
鳴
け
ば
癒
さ
れ
気
持
ち
よ
し

富
田　

満
男（
小　

幡
）

　

傘
寿
と
て
夢
も
残
り
し
月
お
ぼ
ろ

村
井　

孝
子（
長　

岡
）

　

夏
き
た
る
コ
ケ
シ
の
よ
う
な
ネ
ギ
坊
主

平
本　

裕
男（
小　

幡
）

　

沼
の
端
蝌
蚪
つ
ま
み
出
す
童
か
な

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

　

風
神
の
す
が
す
が
し
さ
や
笑
み
若
葉

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

６
月
号
よ
り
、
４
首
（
句
）
目
か
ら
は
初
句
の

第
一
音
の
五
十
音
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

【問合せ先】 桜の郷コミュニティーセンター ☎０２９－２１９－００４４
 秘書広聴課　協働推進グループ ☎０２９－２１９－８８０２（直通）

桜の郷コミュニティーセンターでは、施設の一部をフリースペースとして開放しています。
主に、学生の学習スペースとして開放しますので、ぜひご活用ください！

▶開放時間
　　午前９時～午後５時
▶休館日
　　毎週月曜日及び木曜日
　　※祝日にあたる場合はその翌日
▶注意事項
　　・小学生以下のご利用の際は、保護者同伴のもとご利用ください。
　　・当施設のフリースペースは、学生の学習スペースとしての利用を優先としています。
　　・グループでの利用は４名以内とさせていただきます。

桜の郷コミュニティ センタ では 施設の 部をフリ スペ スとして開

①ロビー・ラウンジ

②コミュニティーサロン

その他の注意事項や開館日など、詳しくは町ホームページをご確認ください。

フリースペースとしての開放スペース
①ロビー・ラウンジ
②コミュニティーサロン（和室使用中は利用不可）

開放しています。開放

ニティーサロン
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